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ふれあいひろば ●�ホームページ内「写真ニュース」でも
地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

消防団車両を更新しました
● ２ /25（畑宿）

　令和 ３ 年度消防車両整備事業において、消防団第 ３ 分団第 ２
部（畑宿地区）の消防自動車を更新しました。
　新車両は、 ４ 輪駆動のオートマチックトランスミッションを
採用することで、雪道や悪路等の走破性、機動性に優れ、ま
た、夜間における活動の安全性を高めるため、作業灯をLED
化しました。
　今後も、地域住民の安全、安心を守るため活躍が期待されま
す。

国指定重要無形民俗文化財に指定されました
● 3 /25（箱根町役場）

　 3 月23日、仙石原と宮城野両地域に江戸時代から伝わる民俗
芸能「箱根の湯立獅子舞」が国重要無形民俗文化財に指定さ
れ、この日指定証書が都倉俊一文化庁長官から仙石原神楽保存
会、宮城野獅子舞保存会に交付されました。
　25日には両保存会の皆さんが勝俣町長のもとへ、指定証書と
共に重要無形民俗文化財指定のご挨拶に来られました。

旅立ちの日に
● ３ /23（仙石原）

　季節外れの雪がまだ残る 3 月23日、仙石原小学校で卒業式が
行われました。卒業証書授与の前には、一人ひとりマイクの前
に立ち、小学校生活を振り返りながら家族や先生、友達への感
謝を伝えました。言葉を詰まらせながらも、一生懸命に想いを
伝える姿に保護者の方も目を潤ませていました。
　卒業証書を受け取る背筋の伸びた姿に、頼もしさを感じる卒
業式でした。

「エヴァンゲリオンラッピング急速充電器」を設置しました
● 3 /31（仙石原）

　 ３ 月31日に地域活性化および脱炭素型社会の構築に向けたＥ
Ｖタウンプロジェクトの一環として、仙石原の国道138号沿い
（ラーメン蔵一様の駐車場）に電気自動車用の急速充電器を設
置しました。これにより箱根のすべての玄関口（町役場駐車
場・道の駅箱根峠）に急速充電器が設置されたことになり、町
民および観光客の皆さまの利便性向上につながることを期待し
ています。

町の人口と世帯
− ４月 １日現在−

●人口　11,008人
　男　5,306　　女　5,702
●世帯　 6,305
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※�今月から「令和 2年国勢調査結果の確定
値」を基礎として算出しています。


